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南関町こども家庭 センターだより南関町こども家庭 センターだより
　春の暖かさが感じられる頃となりました。みなさんいかがお過ごしでしょうか。
　こども家庭センターでは、南関町の子育て支援について広く知っていただくために「こども家庭センター
だより」の発行をしています。毎月子育て世代の皆さんへ役に立つ情報をお届けします。

弱視とは、視力が順調に発達していない状態のことで、眼鏡をかけても視力が
出ない状態です。その頻度は約2％（50人に1人）と言われています。成長過程
において、遠視や乱視、不同視などがあり、ピントが合わず、ぼんやり見える状
態が続くと、視力が順調に発達せず弱視となります。

＜３歳児健診視覚検査はお子さまの目の機能をチェックする大切な機会です＞
　現在、３歳児健診では、視力検査に加えて、屈折検査を行っています。（R7年4月から眼科検診は
医療機関での受診となります。）
　屈折検査では、遠視・近視・乱視・不同視（左右の度数が異なる状態）がわかります。また、斜視が
わかることもあります。これらの検査を行うことによって、弱視のリスクがあるかどうかがわかります。
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すこやかな妊娠・出産のため、妊娠中の歯科健診を受けましょう！

４

弱視とは？

お子さまの視力の確認をしましょう

視力の発達にはタイムリミットがあります
　生まれたばかりの赤ちゃんの視力は、
目の前のものがぼんやり見える程度です。
視力が伸びる力（視力発達の感受性）は、
生後1か月から3歳くらいまでが強く、その
後は弱くなっていきます。
　弱視が３歳児健診で見つかって治療を
開始すると、視力は順調に発達しますが、
年齢が大きくなってからだと手遅れに
なってしまうことがあります。

メディアに子守りをさせていませんか？
日本小児科医会から下記の内容が言われています。
①2歳までのテレビ・ビデオの視聴は控えましょう。
②授乳中、食事中のテレビ・ビデオの視聴は止め
　ましょう。
③メディアに接する総時間は1日2時間まで、テレ
　ビゲームは1日30分までを目安と考えます。
④子どもの部屋にはテレビ、ビデオ、パソコンは置
　かないようにしましょう。
⑤保護者と子どもでメディアを上手に利用する
　ルールをつくりましょう。

子どもと一緒に、自然の風やにおい、
季節を感じ、触れ合いましょう。
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